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　我々は、数回の内視鏡的な摘除を試みて回収し
得た毛髪胃石の一症例を経験したので報告する。
　症例は13才女性。食欲不振、嘔吐を主訴とし
て近医受診。胃透視検査の結果、胃癌疑いにて当
センターを紹介され、胃内視鏡検査を施行したと
ころ、毛髪が網状に絡まり合い、食物残渣、バリ
ウムと一塊になった胃石を認め、毛髪の一部は、
十二指腸二部まで流れ込んでいた。他に胃体部大
門、胃角部、幽門部にビランを認めた。孔付生検
鉗子や鰐口生検鉗子、高周波スネア等を用いて毛
髪胃石の把持回収を試みたが回収することが出来
なかったため、高周波焼灼電源装置を用いたプリ
カティングナイフを用いて、毛髪胃石に数個所の
切開を入れ、引き伸し噴門部を通過し易いように
小さくした後、バスケット鉗子にて回収に成功し
た。摘出した毛髪胃石は、大きさ12×4cm、
重さは80gで毛髪が絡み合い一塊となったオタ
マジャクシ状で、表面には黄緑色の食物残渣や胆
汁の付着を認めた。
　本邦での胃石の報告例では植物胃石が多く、そ
の70％以上は柿胃石である。毛髪胃石はわが国
では比較的稀であり、大部分が食髪癖を持つ30
才以下の長い髪の女性にみられる。今回の症例も、
後頭部に抜毛と思われる脱毛部を認めた。
毛髪胃石の治療法の原則は、外科的摘出であるが、
最近ではジェット水流法による破壊、体外衝撃波
による破壊、YAGlaserによる破壊、蛋白
融解酵素による融解などが試みられている。胃石
の大きさ、状態に応じて適切な治療法を選択し、
治療が遅れることのないようにする事が大切であ
ると思う。
　以上内視鏡的に回収し得た、毛髪胃石の一例を
報告した。
　現在，耳鼻科領域においてもファイバースコー
プは臨床的に広く用いられ有用な検査法となっ
ている。しかし，多くは外径が3～7㎜程度と太
く，鼓室内を観察するのは困難である。今回我々
は，非手術的に鼓室内観察が可能な超微細ファイ
バー，Super　Fine　Fiberscope（以下S．　P．　F略）
を用い経耳管的に鼓室内を観察し，臨床応用して
きたので報告する。
　方法
　耳管通気法と同様に坐位をとらせ，4％キシ一
画インにて鼻腔とくに耳管開口部を麻酔し，アド
レナリン液を塗布したあと金属カテー一・・テルを挿入
する。カテーテル尖端を耳管咽頭口に当てて，S．
F，Fをカテーテルに挿入し耳管咽頭口を直視でき
たら，耳管内に挿入する。
　対象例として聴覚耳小骨異常を認あない鼓膜
穿孔のない男性（paid　volunter）と証し耳疾患数
名を提示する。
考察とまとめ
1．Super　Fine　Fiberscopeをイ吏籍し，鼓膜に穿
　孔を作ることなく経耳管的に鼓室内を観察し得
た。
2．正常者の中耳腔所見ならびに異常者数名を異
常部位を含めて呈示した。
3．耳小骨や中耳腔の病変の確認に極めて有用で
　あり手術を含めた治療方針の一助となった。
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